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練
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す

本
番
に
向
け
て
、
約
１
カ
月
、
集
会

所
に
集
ま
り
練
習
が
続
き
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
原
田
地
域
の
人
で
、
小
さ

い
と
き
か
ら
は
や
し
田
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
小
太
鼓
担
当
の
会
長
上
野
さ

ん
、
歌
大
工
の
猪
掛
さ
ん
ら
に
合
わ
せ

て
胴

(

大
太
鼓)

が
動
き
ま
す
。
の
け

ぞ
っ
た
り
、
ば
ち
を
投
げ
上
げ
た
り
、

激
し
い
動
き
と
と
も
に
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
太
鼓
を
叩
き
ま
す
。
仕
事
が
終
わ
っ

て
の
練
習
は
体
力
的
に
も
大
変
で
す
が
、

自
分
の
動
き
を
確
認
し
、
周
り
と
き
れ

い
に
合
わ
そ
う
と
練
習
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

次
の
若
い
世
代
へ

高
宮
中
学
校
生
徒
に
よ
る
田
楽
同
好

会
は
、
結
成
さ
れ
て
40
年
近
く
に
な
り
、

毎
年
、
来
原
さ
ん
ば
い
祭
り
で
披
露
す

る
た
め
、
保
存
会
の
指
導
で
、
練
習
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道
な
継

承
活
動
に
よ
り
、
あ
と
何
年
か
す
る
と

こ
の
若
い
世
代
か
ら
伝
統
を
守
っ
て
く

れ
る
人
が
う
ま
れ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

市
内
に
は
、
八
千
代
、
佐
々
部
な
ど
、

各
地
に
は
や
し
田
が
残
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
守
る
た
め
、
と
て
も
た
く
さ
ん

の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地

域
の
大
き
な
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

3

上野 一彦 会長

原田はやし田保存会会長
平成８年から会長を引き受けて
14年｡ 小太鼓を担当されます｡

高宮中 田楽同好会

｢

せ
っ
か
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
若
い
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
神
楽
の
よ
う
に
華
や
か
で
は
な
い
が
、
私
は
は
や

し
田
が
好
き
で
楽
し
く
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

み
ん
な
近
所
の
人
な
の
で
顔
を
合
わ
す
い
い
機
会
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
終
わ
る
と
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
小
さ
な
宴
会
を
し
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
楽
し
い
で
す
よ
。｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

み
ど
こ
ろ
は
田
植
え
歌
の

か
け
合
い

原
田
は
や
し
田
は
、
今
年
は
５
月
30

日
に
来
原
さ
ん
ば
い
祭
り
で
公
開
さ
れ

ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は
、
や
は
り
 

歌
大

工
と
早
乙
女
の
田
植
え
歌
の
か
け
合

い
 

で
す
。

歌
大
工
が
上
の
句
を
歌
い
、
続
い
て

下
の
句
を
早
乙
女
が
歌
い
ま
す
。
歌
大

工
は
、
指
揮
を
す
る
人
。
早
乙
女
は
苗

を
植
え
る
人
で
す
。
原
田
で
は
７
０
０

種
以
上
の
田
植
え
歌
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

現
在
は
約
30
種
類
の
歌
が
実
演
さ
れ
て

い
ま
す
。

歌
大
工
は
、
朝
唄
、
お
な
り(

昼
唄)
、

日
暮
れ
唄
な
ど
、
作
業
時
間
な
ど
を
考

え
て
歌
を
選
び
ま
す
。

そ
れ
に
胴
と
呼
ば
れ
る
大
太
鼓
、
小

太
鼓
・
鉦
・
笛
な
ど
が
 

楽
 

を
つ
け

て
囃
し
た
て
ま
す
。

早
乙
女
は
、
歌
大
工
に
続
い
て
歌
い
、

苗
を
一
斉
に
植
え
て
い
き
ま
す
。

中
腰
で
行
う
田
植
え
は
と
て
も
つ
ら

い
作
業
で
す
が
、
早
乙
女
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
景
気
の
良
い

音
楽
を
つ
け
た
。
こ
れ
が
、
田
植
え
歌

の
は
じ
ま
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
田
に
は
、
独
特
の
ゆ
っ
く
り
し
た

調
子
の
田
植
え
歌
 

原
田
節
 

が
あ
り

ま
す
。
ふ
け
田

(

柔
ら
か
く
て
、
足
が

深
く
沈
む
田)

が
多
い
た
め
、
早
く
植

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
テ
ン

ポ
な
ど
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
今
で
は
ト

ラ
ク
タ
ー
で
代
を
掻
き
、
田
植
え
機
で

植
え
ま
す
が
、
昔
は
 

牛
 

と
 

人
の

手
 

で
し
た
。

こ
の
昔
の
田
植
え
の
方
法
を
今
に
伝

え
る
の
が
、
 

は
や
し
田
 

で
す
。

今
回
は
、｢
原
田
の
は
や
し
田｣

を

取
材
し
ま
し
た
。

  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  



5

                        

川根はやし田(高宮)
・川根振興会
今年５月30日開催

大土山田楽(甲田)
・大土山田楽団
今年６月６日開催

桑田大花田植え(美土里)
・桑田囃田(はやしだ)保存会
今年５月30日開催

生田大花田植え(美土里)
・生田囃田(はやしだ)保存会
今年５月30日開催

中北大花田植え(美土里)
・中北芸能保存会
今年５月30日開催

本郷大花田植え(美土里)
・本郷はやし田保存会
今年５月30日開催

                    

は
や
し
田
を
華
や
か
に
す
る

飾
り
牛

。
こ
の
飾
り
牛
の
伝
統
も
若
い
世
代
が
継
承
し
て
い
ま
す
。

取
材
し
た
杉
原
宏
幸
さ
ん
は
、
30
代

の
若
い
和
牛
繁
殖
農
家
で
す
。
市
内
で

も
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
杉
原
さ
ん
は
、
次
の
世
代
に

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
父
の
洋

さ
ん
は
、
長
い
間
、
千
代
田
の
壬
生
の

花
田
植
え
に
飾
り
牛
を
出
し
て
き
ま
し

た
。杉

原
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。｢

牛
は

元
来
臆
病
な
生
き
物
で
す
。
い
き
な
り

田
に
入
れ
よ
う
と
し
て
も
嫌
が
っ
て
、

言
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
子
牛
の
頃

か
ら
、
少
し
ず
つ
訓
練
し
ま
す
。
昔
の

よ
う
に
、
農
作
業
を
さ
せ
て
い
な
い
の

で
、
外
に
出
す
と
熱
中
症
な
ど
体
調
を

壊
す
心
配
も
あ
り
ま
す
。｣

安
芸
高
田
市
に
は
、
他
に
も
は
や
し

田
に
飾
り
牛
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方

が
お
ら
れ
ま
す
。
花
鞍
や
牛
の
飾
り
は

と
て
も
高
価
な
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も

飾
り
牛
を
提
供
す
る
の
は
、
伝
統
を
守

り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

こ
の
気
持
ち
が
伝
統
を
支
え
て
い
ま
す
。

原
田
は
や
し
田

平
成
９
年
に
大
朝
の
 

新
庄
は
や
し

田
 

と
共
に
 

安
芸
の
は
や
し
田
 

と

し
て
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
 

さ
ん
ば
い
祭
り
 

で
原
田
は

や
し
田
保
存
会
に
よ
り
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

主
な
流
れ

○
神
事
…
…
さ
ん
ば
い

(

神)

様
に
そ

の
年
の
豊
作
を
お
祈
り
し
、
田
の
神

が
乗
り
移
っ
た
 

三
把

さ
ん
ば

の
苗
 

を
早

乙
女
が
受
け
取
り
ま
す
。

○
代
掻
き

(

し
ろ
か
き)

…
…
花
鞍
を

付
け
た
飾
り
牛
で
水
を
張
っ
た
田
を

掻
い
て
い
き
ま
す
。

○
鍬
代

(

く
わ
じ
ろ)

…
…
柄
振

(

田

を
な
ら
す
道
具)

で
き
れ
い
に
田
を

整
え
ま
す
。

○
苗
取
り
…
…
苗
代
か
ら
苗
を
運
び
や

す
い
よ
う
に
小
分
け
し
ま
す
。

○
田
植
え
…
…
田
植
え
綱
が
張
ら
れ
、

早
乙
女
が
一
列
に
並
び
後
ず
さ
り
し

な
が
ら
植
え
て
い
き
ま
す
。

4

杉原牧場

杉原 宏幸さん
各地のはやし田に飾り
牛を提供されています｡

｢牛も訓練がいります｡
はやし田に合わせて､
数ヶ月前から準備しま
す｡ はやし田当日より
大変です｡ 牛の体調管
理に気を使います｡｣
と笑って話されました｡

来来原原ささんんばばいい祭祭りり
((高高宮宮))

原田はやし田保存会
今年５月30日開催

はは
やや
しし
田田
をを
華華
やや
かか
にに
すす
るる
 

飾飾
りり
牛牛
 。。
ここ
のの
飾飾
りり
牛牛
のの
伝伝
統統
もも
若若
いい
世世
代代
がが
継継
承承
しし
てて
いい
まま
すす
。。



安
芸
高
田
市
の
小
学
校
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

上
の
表
は
、
各
学
校
の
児
童
・
生
徒

数
を
表
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
内
で
は
地
域
に
関
係
な

く
、
全
体
的
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
学
校
の
多
く
の
学
年
で
、
10

人
以
下
の
ク
ラ
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

野
球
を
す
る
に
し
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
に
し
て
も
、
子
供
が
た
く
さ
ん
い

た
こ
ろ
と
違
い
、
遊
び
方
や
学
習
の
仕

方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

将
来
の
予
測
は
、
大
変
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
今
よ
り
も
さ
ら
に
子
供
の
数

が
減
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
保

育
所
・
幼
稚
園
へ
通
う
子
供
た
ち
が
数

年
後
は
小
学
生
に
な
る
と
し
て
推
計
し

た
数
字
で
も
、
や
は
り
子
ど
も
の
数
が

減
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
た
結
果
、
安
芸
高
田
市
で
も
少

子
化
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
を
あ
げ
て
取
り
組
む
、
重
要
な
問
題

で
す
が
、
解
決
が
大
変
難
し
い
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。

7

平成10年から平成21年までの小学校・中学校の児童・生徒数の推移

(小学校児童数)

町

学

校

名

平
成
10
年
度(

人)

学

級

数

１
学
級
の
児
童
数

平
成
15
年
度(

人)

学

級

数

１
学
級
の
児
童
数

平
成
20
年
度(

人)

学

級

数

１
学
級
の
児
童
数

平
成
21
年
度(

人)

学

級

数

１
学
級
の
児
童
数

吉
田
町

吉 田 小 411 13 32 394 12 33 吉
田
小

395 13 30 391 13 30
丹比西小 32 4 8 22 5 4
可 愛 小 178 6 30 190 7 27 153 6 26 156 6 26
郷 野 小 90 6 15 76 6 13 74 6 12 74 6 12

八
千
代
町

刈 田 小 96 6 16 66 6 11 53 6 9 51 5 10
根 野 小 145 6 24 124 6 21 101 6 17 98 6 16

美
土
里
町

横 田 小 59 6 10
美
土
里
小

157 6 26 170 6 28 167 6 28
本 郷 小 46 4 12
北 小 42 4 11
生 桑 小 22 3 7

高
宮
町

川 根 小 31 4 8 32 4 8 23 3 8 23 3 8
来 原 小 78 6 13 80 6 13 67 6 11 65 6 11
船 佐 小 159 6 27 139 6 23 82 6 14 72 6 12

甲
田
町

甲 立 小 147 6 25 110 6 18 82 6 14 76 6 13
小 田 小 80 6 13 78 6 13 69 6 12 70 6 12
小田東小 134 6 22 102 6 17 100 6 17 100 6 17

向原町 向 原 小 263 11 24 204 7 29 163 6 27 163 6 27
合 計 2,013 103 20 1,774 89 20 1,532 82 19 1,506 81 19

(中学校生徒数)

吉 田 中 412 12 34 310 9 34 299 9 33 305 9 34
八千代中 158 6 26 102 3 34 88 4 22 78 3 26
美土里中 122 4 31 88 3 29 70 3 23 73 3 24
高 宮 中 137 6 23 151 6 25 110 5 22 110 4 28
甲 田 中 198 6 33 156 6 26 149 6 25 145 6 24
向 原 中 149 6 25 135 6 23 104 4 26 99 3 33
合 計 1,176 40 29 942 33 29 820 31 26 810 28 29

※１学級の児童数は平均値です

安
芸
高
田
市
で
も
、
や
は
り
子
ど
も

の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

昨
年
行
わ
れ
た
、
安
芸
高
田
市
学
校

規
模
適
正
化
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た

資
料
の
中
に
安
芸
高
田
市
の
現
状
が
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
の
人
口
は
、
昭
和
55
年

に
は
、
約
３
７
０
０
０
人
い
ま
し
た
。

25
年
後
の
平
成
17
年
に
は
約
３
３
１
０

０
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
約
３
９
０
０

人
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
減
少
率

で
い
う
と
約
10
・
５
％
。
こ
れ
は
高
宮

町
と
同
じ
く
ら
い
の
人
口
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
の
児
童
数
で
み
る
と
、
昭
和

55
年
に
３
０
２
０
人
だ
っ
た
も
の
が
、

平
成
17
年
に
は
、
１
６
９
５
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。
１
３
２
５
人
減
少
し
ま
し

た
。
減
少
率
は
43
・
９
％
。
こ
れ
は
、

市
全
体
の
減
少
率
を
大
き
く
上
回
り
ま

す
。

6

特
集

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

全
国
的
に
少
子
化
が
す
す
ん
で
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
聞
く
こ
の
話
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
実
際
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
調
べ
て
み
ま
し
た
。

昭和55(1980)年人口構成(ピラミッドグラフ) 平成17(2005)年人口構成(ピラミッドグラフ)



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

答
申
の
中
で
、
安
芸
高
田
市
の
小
・

中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
、
詳
細
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
児
童
・
生
徒
の

減
少
が
進
む
中
で
、
少
し
で
も
い
い

教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
委
員
会

で
は
激
し
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
全
て
を
掲
載
で

き
ま
せ
ん
が
、
審
議
の
記
録
、
答
申

の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
も
是
非

御
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
で
も
、
資
料
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

 
４
２－

０
０
４
９

9

安芸高田市において望まれる学校規模

小・中学校の規模は､ 人間関係の固定化を避け､ より多様なかかわりの中で
切磋琢磨してお互いが刺激しあい､ 柔軟な人間性や社会性を育めるよう､ また
部活動を含めた自主活動でもより広い選択が可能になる環境を整備するため､
クラス替えが可能な１学年で複数学級が確保できる規模が望まれる｡

また､ １学級当たりの人数は､ 多様な価値観に触れたり､ よい意味での競争
心が生まれたりする環境や､ 体育での集団種目､ 音楽での合唱やブラスバンド
等､ 集団で行うスポーツや文化芸術活動が可能になる､ １学級20名から30名程
度が望まれる｡

※ 安芸高田市において望まれる学校規模

(学校規模)
・１学年複数学級
・１学級20名～30名程度

ただし､ 小学校12学級､ 中学校６学級を下回った場合においても､ ある程度
の規模が確保できれば､ 様々な工夫や努力を行い､ 特色ある学校・教育づくり
を推進することによって､ 学校教育本来の機能を発揮していくことは十分可能
であると考える｡

また､ 地域コミュニティ､ 家庭､ 教職員等の努力に支えられている複式学級
のある過小規模校を否定するものでもない｡ 児童生徒の通学にかかる負担や地
域との交流を考慮した場合､ 単純にこの基準をあてはめるだけでなく､ 地域別
の事情と全市的な観点を比較考慮しながら､ 慎重かつ現実的に対応していく必
要がある｡

〈答申書の一部抜粋〉
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
21
年
６
月
２
日
安
芸
高
田
市

教
育
委
員
会
は
、
過
疎
化
・
少
子
化

の
影
響
で
、
小
・
中
学
校
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

安
芸
高
田
市
に
お
い
て

｢

１
学
級
に

ど
の
程
度
の
児
童
生
徒
数
が
適
当
か｣

、

｢

１
学
年
に
ど
の
程
度
の
学
級
数
が

適
当
か｣

、
望
ま
れ
る
学
校
規
模
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
具
体
化
に
あ

た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

｢

安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適
正
化
委

員
会｣

に
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
広
島
大
学
院
教

育
学
研
究
科

林
教
授
を
委
員
長
に

選
出
さ
れ
、
１
年
間
か
け
、
９
回
に

渡
る
委
員
会
を
開
催
し
、
７
月
と
９

月
に
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
、
学
校
視

察
を
し
、
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

審
議
を
続
け
ら
れ
た
結
果
、
平
成

22
年
４
月
13
日
に
安
芸
高
田
市
学
校

規
模
適
正
化
委
員
会

林
委
員
長
よ

り
答
申
書
 ｢

安
芸
高
田
市
の
学
校

規
模
に
つ
い
て｣

(

答
申)

 

が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
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⑧第６回 平成21年11月26日 (木)
・小中学校の児童・生徒数の将来人数予測の訂正
について
・安芸高田市学校規模適正化に係る内容審議
・学校規模と教育効果に関するこれまでの研究に
ついて

⑨第７回 平成21年12月10日 (木)
・安芸高田市学校規模適正化に係る内容審議

⑩第８回 平成22年１月13日 (水)
・安芸高田市の学校規模 (中間報告書) について
・小中一貫校及び分校設立

⑪第９回 平成22年３月24日 (水)
・安芸高田市の学校規模 (中間報告書) パブリ
ックコメント実施状況
・安芸高田市の学校規模答申について (第８回委
員会配布資料)

①第１回 平成21年６月２日

・安芸高田市学校教育の現況について

②第２回 平成21年７月８日

・安芸高田市の学校規模の水準把握

・小規模化による学校教育への具体的な影響

・通学距離の検討

③学校視察 (川根小・高宮中)

・平成21年７月13・15日

④第３回 平成21年８月５日

・教育基本法 ほか

・教員一人当たりの児童数・生徒数

⑤学校視察 (吉田小・川根小)

・平成21年９月14・15日

⑥第４回 平成21年９月24日

・委員会での意見集約

・学校規模適正化関連等の答申状況

⑦第５回 平成21年10月15日

・学校規模適正化関連等の答申状況 (尾道市・

安芸太田町)

学学校校規規模模適適正正化化委委員員会会 検検討討経経過過
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平
成
22
年
５
月
９
日
、
浜
田
市
長
を

は
じ
め
54
名
が
防
府
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。姉

妹
都
市
で
あ
る
防
府
市
は
、
昨
年
、

｢

平
成
21
年
７
月
21
日
豪
雨
災
害｣

で

大
災
害
を
受
け
、
現
在
も
懸
命
に
復
旧

作
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
に
少
し
で
も
元
気
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
防
府
市
の
右
田

小
学
校
の
体
育
館
で
、
商
工
会
女
性
部

｢

創
作
神
楽
サ
イ
ズ｣

と
原
田
神
楽
団

に
よ
る
神
楽
公
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

災
害
の
ひ
ど
か
っ
た
右
田
地
区
の
住
民

５
３
０
名
あ
ま
り
が
参
加
さ
れ
、
は
じ

め
て
見
る
神
楽
に
び
っ
く
り
さ
れ
、
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

公
演
の
後
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
は
、

多
く
の
方
が
初
め
て
み
る
神
楽
の
衣
装

や
面
に
触
れ
て
、
記
念
撮
影
を
さ
れ
ま

し
た
。

慰
問

防府市松浦市長あいさつ
｢本日は､ ありがとう
ございます｡ 災害発生
直後に､“災害復旧の
手助けをしたい”との
申し出をいただきまし
たが､ 泊まる場所にも
困るほど大変な災害で
あったため､ お断りさ
せていただきました｡
申し出には本当に感謝
しています｡｣

右田地区代表

原田さんあいさつ
｢昨年の災害では､ 大
変な被害がありました｡
あの災害から１年が経
ちますが､ 未だに避難
生活をされている方も
います｡ 災害の全面復
旧には､ まだまだです｡
私たちも頑張らなけれ
ばなりません｡ 本日は
本当に感謝しています｡｣ 創作神楽サイズ

防
府
市
災
害
復
興
応
援
激
励
公
演

原田神楽団ふれあいタイム

10

シリーズ ちょっと､ くわしく

                    
                     

－行政経営課 ℡42-5623－

市では､ 厳しい財政状況を改善し､ 将来にわたって安定的で持続可能な自治体経営の
確立を目指すための取組みをまとめた ｢第２次安芸高田市行政改革大綱｣ を昨年８月に
策定しました｡
この大綱は､ ６つの改革の視点を柱に構成され､ 各視点ごとに挙げられた合計139項

目の実施項目について､ 本年度より取組むこととしています｡
それぞれの視点で取組む実施項目の具体的な内容については､ ７月号から順次お知らせします｡

●●実実施施期期間間 平平成成2222年年度度かからら平平成成2266年年度度ままででのの５５年年間間

これまでの行政改革は…
平成16年３月１日の合併後､ 本市を取り巻く厳しい財政状況や社会情勢の
変化など様々な課題に対応し､ 地方分権時代にふさわしい協働のまちづくり
を進めるため､ 平成17年４月に ｢安芸高田市行政改革大綱｣ を策定しました｡
この大綱に基づき､ 全庁あげて実施計画を策定し､ 平成17年度から平成21

年度までの５年間で取組みを進めてきました｡ その結果､ ５年間の改革による効果額は､ 主たるものの
累計で約34.4億円になる見込みです｡

情報の共有化と協働のまちづく
りを充実させる改革

(７月号掲載予定)

｢市民の参画と協働のまちづくり｣ を一層推進
するため､ わかりやすい行政情報を積極的かつ迅
速に公開し､ 市民と行政の信頼性の確保を図りま
す｡

視点１

事務事業の大幅な見直しと民間
活力を活用する改革

(８月号掲載予定)

市民のニーズを的確に把握し ｢選択と集中｣ の
考え方に立って施策や事務事業を厳選し､ 限られ
た経営資源の有効な投入に努めます｡

視点２

財政の健全化に徹した改革
(９月号掲載予定)

将来世代への過大な財政負担を残さない持続可
能な財政構造の構築､ 基金の取崩しに頼らない財
政運営を目指します｡

視点３

施設の適正配置と財産の有効活
用を促進する改革

(10月号掲載予定)

施設の適正配置及び公的関与の妥当性等の観点
から見直しを行い､ サービスの向上と物件費の縮
減を図ります｡

視点４

人材育成と行政経営システムを
定着させる改革

(11月号掲載予定)

職員一人ひとりの意識改革と能力開発に努める
とともに､ 市民にって真に必要なサービスを提供
するための行政経営システムを追及し､ 市民志向・
成果主義等に留意した事業の推進を図ります｡

視点５

効率的な組織機構の不断の見直
しと定員適正化に対応した改革

(12月号掲載予定)

地方分権や多様な市民ニーズに即応できる簡素
で効率的な組織を目指すとともに､ 定員管理や給
与の適正化を図ります｡

視点６
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平
成
22
年
か
ら
新
し
い
農
業
政
策

｢

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策｣

が
実

施
さ
れ
ま
す
。
農
村
は
、
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
等
に
よ
り
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の
基
盤
が
弱
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
農
村
を
活
性
化
す
る
た
め
、
恒

常
的
に
赤
字
に
な
っ
て
い
る
米
の
所
得

補
償
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
あ
る

す
べ
て
の
農
家
が
農
業
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
え
、
農
業
・
農
村
の
持
続
性

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
安
芸
高
田
市
水

田
農
業
推
進
協
議
会
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
広

島
北
部
と
共
同
し
、
加
入
申
請
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
対
象
農
家
の
方
に
は
、

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
職
員
に
よ
り
、
訪
問
・

説
明
・
申
請
書
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
Ｊ

Ａ
広
島
北
部
各
支
店
ま
た
は
市
役
所
各

支
所
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(

お
問
合
せ)

地
域
営
農
課

℡
４
７－

４
０
２
１

(

米
の
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業)

※
主
食
用
水
稲
作
付
面
積
に
対
す
る
助
成

対
象
者
：
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

農
業
者

①
米
の
生
産
調
整
を
達
成
し
て
い
る
こ

と
②
主
食
用
水
稲
を
10
ａ
以
上
作
付
け
て

い
る
こ
と

③
不
作
付
け
地
解
消
計
画
を
提
出
す
る

こ
と

(

不
作
付
け
地
が
無
い
場
合
は

提
出
不
要)

対
象
面
積
：
主
食
用
水
稲
作
付
面
積

※
た
だ
し
、
飯
米
用
と
し
て
一
律
10
ａ
控
除

交
付
単
価
：
10
ａ
当
り
１
万
５
千
円

※
た
だ
し
、
１
ａ
未
満
は
切
り
捨
て

(

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業)

※
販
売
用
の
転
作
作
物
に
対
す
る
助
成

対
象
者
：
水
田
に
お
い
て
水
稲
以
外

の
販
売
用
作
物
を
作
付
け

す
る
農
業
者

対
象
面
積
：
販
売
用
転
作
作
物
作
付
面

積

交
付
単
価
：
作
付
け
作
物
に
よ
っ
て
こ

と
な
り
ま
す
。
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
作
業
日
誌
・
出
荷
伝
票
等
の
提
出
が
必
要

で
す
。

※
地
力
増
進
作
物
は
、
出
荷
伝
票
は
不
要
で

す
。

農
業

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
始
ま
り
ま
し
た

｢

神
楽｣

に
よ
る

安
芸
高
田
市
の
活
性
化

石
見
神
楽
に
由
来
す
る
安
芸
高
田

市
の

｢

神
楽｣

は
、
県
内
は
無
論
の

こ
と
、
県
外
の
人
々
を
も
含
め
て
幅

広
い
支
持
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
特

に

｢

新
舞｣

は
８
調
子
で
リ
ズ
ム
感

が
抜
群
で
あ
り
、
若
い
人
達
に
大
変

人
気
が
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
は
、
湧

永
製
薬
の
お
世
話
で

｢

生
き
物
文
化

誌
学
会
・
会
長

湯
浅
浩
史
東
京
農

業
大
学
教
授｣

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。｢

神
楽｣

に
登
場
す
る

生
き
物
に
つ
い
て
の
論
議
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
当
学
会
に
会
員
と
し
て

参
加
さ
れ
ま
し
た
秋
篠
宮
殿
下
か
ら

は

｢

神
楽｣

を
観
賞
さ
れ
た
折
、

『

歌
舞
伎
と
似
た
素
晴
ら
し
い
文
化

で
あ
る』

と
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し

た
。私

は
、
安
芸
高
田
市
の
伝
統
芸
能

｢

神
楽｣

を
継
承
・
伝
承
す
る
に
は
、

兼
ね
て
か
ら

｢

神
楽｣

の
文
化
的
価

値
の
向
上
が
必
要
と
考
え
て
居
り
ま

し
た
。
一
昨
年
市
長
就
任
以
来
、
国
・

県
・
大
学
に
対
し
て

｢

神
楽｣

の
文

化
的
価
値
の
向
上
を
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
県
立
広

島
大
学
の
ご
協
力
に
よ
り
、｢

神
楽｣

の
ゼ
ミ

(

講
師
・
築
地
昭
二
さ
ん)

、

や

｢

神
楽｣

の
実
演(

吉
田
高
校)

を

実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。
22
年
度
県

立
広
島
大
学
の
赤
岡
功
学
長
の
お
世

話
で
、
広
島
の

｢

神
楽｣

に
関
す
る

研
究
を
す
る
為
の
予
算
で
あ
る
国

(

文
部
科
学
省)

の
科
学
研
究
費
が
内

示
さ
れ
ま
し
た
。｢

神
楽｣

が
初
め

て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
テ
ー
ブ
ル
で
論

議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
大
変

画
期
的
な
事
で
あ
り
、
私
も
関
係
者

の
一
人
と
し
て
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

｢

神
楽｣

が
全
国
的
に
文
化
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
安
芸
高

田
市
と
致
し
ま
し
て
も
大
変
有
意
義

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
の

｢

神
楽｣

と
既
存

の
歴
史
・
景
勝
・
ス
ポ
ー
ツ
を
合
わ

せ
、
滞
在
型
の
観
光
振
興
を
図
っ
て

行
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
広
島
県
及
び
県
立
広
島
大
学

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、

今
後
安
芸
高
田
市
の
活
性
化
の
た
め
、

こ
の

｢

お
宝｣

を
大
切
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

    

  

   

ワイド版

12

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

・
昨
年
度
所
得
制
限
に
よ
り

｢
児
童
手
当｣

を
受
給

で
き
な
か
っ
た
方

・
昨
年
度

｢

児
童
手
当｣

の
受
給
者
で
な
く
、
中
学

２
〜
３
年
生
の
子
ど
も
の
お
ら
れ
る
方

※
右
の
２
件
に
該
当
す
る
方
は

｢

子
ど
も
手
当
認
定

請
求｣

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
学
２
〜
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
が
、
他
の
弟

妹
に
つ
い
て

｢

児
童
手
当｣

を
受
給
し
て
い
た
方

(｢

子
ど
も
手
当
額
改
定
認
定
請
求
書｣

の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す)

※
申
請
に
は
、
○
印
鑑
、
○
請
求
者
の
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、｢

子
ど
も
手
当
認
定
請

求｣

を
さ
れ
る
方
は
、
○
請
求
者
本
人
名
義
の
通

帳
も
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
で
、
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方
は
、

職
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
が
不
要
な
方

｢

児
童
手
当｣

を
受
給
し
て
い
た
方
で
、
中
学
２

〜
３
年
生
の
子
ど
も
が
お
ら
れ
な
い
方
は
、
自
動
的

に

｢

子
ど
も
手
当｣

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
の
で
申

請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
時
期

６
月
、
10
月
、
２
月
の
そ
れ
ぞ
れ
15
日
に
前
月
分

ま
で
を
支
給
し
ま
す
。(

た
だ
し
、
今
年
度
６
月
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
期
に
よ
り
次
回
の
支
払

い
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い)

申
請
猶
予
期
間

平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
の
申
請
で
あ
れ
ば
、
４

月
分
ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
１
日
以
降

の
申
請
は
、
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
、

遡
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
子
ど
も
が
増
え

る
場
合
は
、
猶
予
期
間
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申

請
日
の
翌
月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口

本
庁
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

｢

子
ど
も
手
当｣

の
寄
付

安
芸
高
田
市
で
は

｢

子
ど
も
手
当｣

の
寄
付
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課

 
４
７－

１
２
８
３

子
育
て

｢
子
ど
も
手
当｣

が
は
じ
ま
り
ま
し
た

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

｢

児
童
手
当｣

に
か
わ
り
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

｢

子
ど
も
手
当｣
の
支
給
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

｢子ども手当｣ と ｢児童手当｣ のおもな相違点

項目 子ども手当 児童手当

所得制限 なし あり

対象年齢 中学校修了までの子ども 小学校修了までの子ども

一人当たりの
手当月額

一律 １万３千円
○第１・２子

３歳未満 １万円
３歳以上 ５千円

○第３子以降 １万円
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考え､ 解決し､ 目標達成！
インリーダー研修会開催

４月24・25日の二日間､ 安芸高田市子
ども会連合会により安芸高田少年自然の
家 (吉田) で実施されました｡ 今年は小
学校４年生から中学校３年生までの35人
が参加｡ 学校・年齢の違う人と仲良くな
り､ さらには結束を高めました｡
２日目の“郡山海賊ウォークラリー”
では船長や航海士などの役割分担をし､
自分たちで課題を発見し､ 解決するとい
う貴重な体験をしました｡

交通安全､ 気をつけます！
安全安心パレード出発式

上空から接近する青い機体｡ 県警航空
隊のヘリコプターです｡ ４月９日､ 安芸
高田消防ヘリポートで ｢春の全国交通安
全運動・安全安心パレード出発式｣ が開
催されました｡
安芸高田警察署長､ 交通安全対策協議
会の会員といっしょに式典に参加した入
江保育園の園児たちは､ パトカーやヘリ
コプターに目をキラキラ｡ かっこいい機
体を前に､ 交通安全を噛みしめました｡

地域の力で子どもを守る！
学童安全出発式

４月25日 (日) 小田小学校で､ 今年も学
童安全出発式が開かれました｡ 地域の安全
は地域で守ることを目的に､ 地域振興会に
より見守り活動が続けられています｡ 式で
は､ ｢新しく１年生になった子も早く黄色
いおじさん､ おばさんを覚えて欲しい｣ と
話されました｡
このような地域ボランティアの見守り活
動は､ 市内各地で行われ､ 犯罪者を寄せ付
けない犯罪防止に大きく役立っています｡

観客もピーンと緊張
NHKラジオ ｢歌の散歩道｣ 公開録音

４月30日クリスタルアージョ大ホー
ルにおいて抽選で選ばれた721人と
共に公開録音がおこなわれました｡
ゲストは､ 鳥羽一郎さん､ ペギー葉
山さん､ クミコさんの三名というこ
とで､ 開場を待ちきれない方が長い
列をつくりました｡ 本番収録中は緊
張感がただよい､ 観客のみなさんも
協力しようと静かに､ すばらしい歌
に聞き入っていました｡

14

晴天の晴れ舞台
市入り祭だんじり子供歌舞伎を披露

５月５日 (日)､ 今年も約350年の歴史を誇るだんじり子供歌舞
伎が披露されました｡ 演じるのは､ 吉田中学校２年生｡
｢千歳山｣､ ｢八雲山｣､ ２台の団尻屋台に役者と口上､ それぞれ

４名が乗り､ 異なる演目を演じました｡ 化粧をして綺麗な衣装を
着て迫力のある見えを切るたびに､ 盛大な拍手を浴びていました｡

なんだか､ へびみたい
郷野小児童うなぎの稚魚を放流

４月14日 (水) うなぎの稚魚360匹を郷野
小 (吉田) の全児童71人が江の川に放流しま
した｡
生まれて２年くらいのうなぎは､ 体長約20
センチ｡ 児童たちはひとり４匹ずつを捕まえ､
自分のバケツに移して川に放します｡ ｢へび
みたい｡ 気持ち悪い｡ ぬるぬるして掴めない｡｣
といいながら､ 逃げるうなぎを追っかけてい
ました｡ 中には､ 水槽のうなぎを見つめたま
ま､ 中々手を入れない低学年もいました｡

｢千歳山｣ ｢八雲山｣
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甲
種
防
火
管
理
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

■
受
付
期
間

６
月
25
日

(

金)

ま
で

■
と
き

７
月
15
日

(

木)

・
16
日

(

金)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
他

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で

℡
０
８
２
６－

４
２－

０
９
３
１

防
火
管
理
者
は
、
飲
食
店
、
旅
館
、

物
品
販
売
店
、
病
院
な
ど
の
不
特
定
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
、
収
容
人
員

が
30
人
以
上
の
も
の
や
、
学
校
、
工
場
、

事
務
所
な
ど
特
定
の
人
が
出
入
り
す
る

建
物
で
、
収
容
人
員
が
50
人
以
上
の
も

の
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は

火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
者
が
入
所
す
る
社
会

福
祉
施
設
等

(

避
難
困
難
施
設)

が
あ

る
建
物
は
、
建
物
全
体
の
収
容
人
員
が

10
人
以
上
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

こ
の
講
習
を
受
講
し
資
格
を
取
得
さ

れ
た
管
理
・
監
督
的
立
場
の
人
が
管
理

権
限
者

(

所
有
者
・
管
理
者
な
ど)

か

ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

人
事
異
動
な
ど
で
選
任
さ
れ
た
防
火

管
理
者
の
方
が
不
在

の
場
合
等
こ
の
機
会

に
資
格
を
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
の
お
知
ら
せ

■
受
付
期
間

６
月
22
日(

火)

〜
７
月
８
日(

木)

■
試
験
日

８
月
29
日(

日)

■
問
い
合
わ
せ

 
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広
島
県

支
部

℡
０
８
２－

２
２
３－

７
４
７
４

危
険
物
安
全
週
間

６
月
６
日

(

日)

か
ら
６
月
12
日

(

土)

ま
で
の
一
週
間
は
危
険
物
安
全

週
間
で
す
。

石
油
、
灯
油
等
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
事
業
所
等
に
お
い
て
幅
広
く

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
に

深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要

性
は
益
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制

の
確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
広

く
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓

発
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

危
険
物
に
よ
る
災
害
は
、
火
災
は
も

と
よ
り
古
い
タ
ン
ク
や
配
管
か
ら
の
漏

洩
に
よ
る
土
壌
汚
染
や
河
川
へ
の
流
出

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
事
業
者
や
家
庭
で
の
危
険
物

に
対
す
る
安
全
確
認
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

『

危
険
物

事
故
は
瞬
間

無
事
故
は
習
慣』

『

危
険
物』

と
は
？

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ

た
物
品
を
い
い
ま
す
。

１

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

２

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

３

消
火
の
困
難
性
が
高
い

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
、
灯
油
、
油
性
塗
料
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て(

第
５
回)

問
い
５

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
設
置
さ

れ
ま
し
た
か
？

(
設
置
が
一
つ
以
上

の
方)

・
自
ら
設
置
し
た

82
件

・
新
築
購
入
時
に
設
置
さ
れ
て
い
た

９
件

・
家
主
が
設
置
し
た

５
件

・
管
理
者

(

管
理
組
合
・
会
社)
が

設
置
し
た

21
件

・
わ
か
ら
な
い(

入
居
時
既
に
設
置
済)

４
件

・
そ
の
他

16
件

設
置
済
み
及
び
一
部
設
置
済
み
に
つ

い
て
は
１
３
６
件
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
数
４
８
９
件
の
内
28
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。

全
国
の
普
及
率
は
平
成
21
年
12
月
時

点
で
52
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
早
め
の
設
置
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。平

成
22
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

消
し
た
か
な｣

あ
な
た
を
守
る

合
言
葉

４月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

2件

113件

0件

2件

(10件)

(451件)

(6件)

(7件)
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

米岡 正義さん (向原町)

昭和47年向原町交通安全推進隊員就任以来､ 通学・通園路で保護誘導活動を実施し
てきました｡ 平成元年からは向原町交通安全推進隊隊長､ そして合併後は安芸高田市
交通安全運動推進隊隊長として交通安全期間中のパレード出発式や交通安全教室､ テ
ント村に参加し､ 交通安全の啓発に努めました｡ 出発式及びテント村については企画・
運営に携わり､ 地域の実情に応じた内容で実施されています｡ 交通安全協会から数多

く表彰されるほど､ 功績は広く認められています｡

                        

瑞宝双光章

佐々木智三さん (高宮町)
元公立中学校長

昭和28年船佐村立船佐中学
校に就任｡ 昭和40年広島県教
育委員会勤務｡ 昭和55年高宮
中学校長､ 昭和62年高宮町立
川根中学校長に就任｡ ｢体力

づくり｣ や ｢同和教育｣ の分野で研究実践に取組
まれました｡ 平成元年高宮町教育長になり､ 高宮
中学校とニュージーランド・ダーフィルドハイス
クールの姉妹縁組を成功させ､ 国際交流の土壌を
作られました｡ 平成16年からは安芸高田市教育委
員として､ 教育の充実と振興に貢献されました｡

旭日単光章

長井 學さん (高宮町)
安芸高田市農業委員

昭和53年､ 高宮町農業委員会
委員に選出され､ 広報委員長
として全国コンクールで賞を
受賞されるなど農業への理解
を広められました｡ 昭和60年､

高宮町農業委員会会長､ 平成16年､ 安芸高田市農
業委員会委員､ そして平成19年には安芸高田市農
業委員会会長に選出され､ 農業者の福祉・地位向
上､ 担い手の育成などの事業に取り組まれました｡
農地流動化等の提言を行い､ 広島県農業の構造改
革にも貢献されました｡

                 

瑞宝単光章

兒玉征之助さん (高宮町)
元高宮町消防団副団長

昭和41年に高宮町消防団員を
拝命｡ 平成６年８月の川根地
区で出火した林野火災におい
ては､ いち早く島根､ 香川両
県の防災ヘリコプターを要請｡

即席の貯水槽を作るなどして鎮火に貢献されまし
た｡ 教育訓練等でも実績を残され､ 平成12年の消
防団詰所の移転新築事業では､ 地元住民からの寄
付を集めるなどして消防団車両２台を収納できる
施設の整備に取り組まれました｡ 37年間の消防活
動は地域住民からも高く評価されています｡

瑞宝単光章

山本 久嗣さん (吉田町)
元大阪府警部

昭和34年に大阪府警察官を拝
命され､ 以来36年間勤務され
ました｡ 若いときは､ 暴動を
防ぎ､ 治安を守るため機動隊
で活躍されました｡ その後は､

新しく伊丹空港国際線に設置された空港警察に配
属されました｡ ハイジャックなど凶悪犯罪の発生
を未然に防ぎ､ 乗客が安全に旅行できるように尽
力されました｡ その後､ 各地の所轄警察署で勤務
され地域の安全を支えられました｡



19

月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
６月４日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成22年２
月生まれ｡
２歳６か月児相談
は平成19年12月
生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

６月１日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

６月８日(火)
10:00～11:30

(八千代)
人権福祉センター

６月９日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

６月15日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

６月30日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

６月11日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

日本脳炎の定期の予防接種について

平成17年度より､ 積極的に接種することを差し控える
よう､ お知らせしていましたが､ 今年度から日本脳炎の
予防接種について､ 次のように改定になりましたので､
お知らせします｡

★平成22年度は､ 第１期の標準的な接種期間に該当する
方 (今年度３歳に到達されるお子さん) について､ 予防
接種券と予診票を個別に送付します｡
尚､ 生後９０か月に至るまでのお子さんは､ 希望によ
り接種券を発行しますので､ 保健医療課窓口又は各支所
で申請をしてください｡

★平成17年以降の接種差し控えにより､ 対象年齢時期に
第１期を終了していないお子さんは､ 国の方針が決定次
第､ 広報紙等でお知らせします｡

麻しん風しん予防接種３期・４期について

今年の３月末に個人通知しております､ 麻しん風しん
３期４期の予防接種の期間は､ 平成22年４月１日から平
成23年３月31日までとなっております｡
体調の良い時に､ 接種しましょう｡
対象者：
３期 平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ
４期 平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ

●お問い合わせ
安芸高田市保健医療課 ℡０８２６－４２－５６１９

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
６月18日(金)
10:00～15:00

(甲田)
ふれあいセンターこうだ 心理相談員

要予約 (予約先：
保健医療課)

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子でクッ
キング～
６月16日 (水)
10:00～13:00

１歳
７か月児～

(吉田)
クリスタ
ルアージョ
１階
調理室

６月９日～

６月15日

★親子で一緒に料理
にチャレンジして
みよう！
★持参物：エプロン
(親子とも) ・タ
オル
★参加費：一家族
200円

すくすく教室
～すくすく離
乳食～

６月25日 (金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター
３階

６月18日～

６月24日

★お口の発達にあっ
た離乳食をすすめ
よう！
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽

にご利用下さい｡ 子どもたちと遊びながら､ おしゃべりを
して､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15

【子育て交流会】
■持って来るもの お茶､ タオル､ 着替え

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47－1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは､ 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応
じています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15

℡47-1283

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
●持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
６月１日 (火)
9：30～11：00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 解 放

６月２日 (水)
9：30～11：30

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 解 放

６月３日 (木)
9：30～11：00

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 解 放

６月４日 (金)
10：30～11：45

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 解 放

６月７日 (月)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 解 放

６月８日 (火)
9：30～11：00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 解 放

６月８日 (火)
10：00～11：30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 解 放

６月10日 (木)
10：00～11：30

ひまわり保育所
℡55－0880 園 庭 解 放

６月10日 (木)
10：00～11：30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 解 放

６月11日 (金)
10：30～11：45

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 解 放

６月11日 (金)
10：00～11：30

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 解 放

６月14日 (月)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 解 放

６月15日 (火)
10：00～11：30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 解 放

６月17日 (木)
9：30～11：00

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 解 放

６月17日 (木)
9：30～11：30

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 解 放

６月21日 (月)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 解 放

６月24日 (木)
10：00～11：30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

６月25日 (金)
10：30～11：45

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 解 放

６月25日 (金)
10：00～11：30

吉田幼稚園
℡42－2788 お 楽 し み 会

６月28日 (月)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 解 放

６月30日 (水)
9：30～11：30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

※下記の保育園は､ 随時園庭解放を行っております｡ 行事の
都合がありますので､ 保育園にお問い合わせください｡
●刈田保育園(℡52－2099) ●八千代南保育園(℡52－3048)
●可愛保育園(℡43－1776)

図書館でのおはなし会

●甲田図書館 [かみしばい会]
６月５日 (土) 10：30～
会場；ミューズ

●八千代図書館
[おはなし会]
６月19日 (土) 11：15～

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
６月12日 (土) 10：30～
会場：田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館
[おはなし会]
６月17日 (木)
対象：０歳から２歳くらいまで 10：30～
対象：３歳から４歳くらいまで 11：00～
会場：クリスタルアージョ４階 研修室402
[絵本と紙芝居のおはなし会]
６月26日 (土)
対象：５歳から９歳くらいまで 14：30～
会場：中央図書館 和室

と き と こ ろ 内 容
６月10日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
研修室203

一緒に遊ぼう
＊２～３歳児対象

６月24日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
研修室203

一緒に遊ぼう
＊０～１歳児対象

月日･受付時間 対 象 会 場

６月10日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H18年12月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

６月17日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H20年11月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

６月24日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H21年8月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡
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健康あきたかた21推進協議会
        食生活・歯の健康部会

保健医療課 栄養士

わが家のおすすめ一品
健康づくりの取組の一つとして､ ｢朝ごはんを食べよ

う｣ ｢野菜を食べよう｣ などを目的に､ 健康づくりを推
進しています｡
今月号からは､ 隔月に市民の方から募集した
｢わが家のおすすめ一品｣ を紹介します｡
今月はカボチャのジャム

≪高宮町 宮林康子さんの一品≫
かぼちゃに含まれるβ―カロテンが体内でビタミンＡ
に変わり､ ビタミンＣとＥとの相乗効果で活性酵素を撃
退し細胞を若々しく保たせてくれ､ 皮膚や粘膜を丈夫に

し肌荒れを予防してく
れると言われています｡
食パンにのせたり､ ヨー
グルトに混ぜたりと色々
アレンジできます｡ ぜ
ひ作ってみてください｡ 食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士

にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

女性特有のガン検診について

安芸高田市が実施するがん検診において､ 次の対象年
齢の女性に対して､ 子宮頸がん及び乳がんに関する検診
手帳と､ 検診費用が無料となるがん検診無料クーポン券
を６月頃に送付する予定です｡

【子宮頸がん検診無料クーポン券配布対象年齢】

【乳がん検診無料クーポン券配布対象年齢】

※受診方法など詳細については､ 対象年齢の方へ後日お
知らせします｡
●お問い合わせ先

保健医療課  ４２－５６１９

断酒会
広島断酒会ふたば会 中田克宣
℡０９０－４８０２－１８６５
※詳しい内容は､ お問合せください
●と き
６月７日(月) 19：00～21：00
６月21日(月) 19：00～21：00
６月27日(日) 13：30～15：30
●ところ
吉田人権会館

400mL献血
●と き ６月22日 (火)

10：00～12：00
13：15～15：30

●ところ 安芸高田市高宮支所
～ 『命をつなぐ献血』 にご協力を～

           

健康あれこれ

【材 料】
かぼちゃ 500ｇ(正味) 砂糖 300g
クエン酸 小さじ1弱 レモン汁 大さじ1～2
レモン皮 すりおろしたもの少々 塩 少々
【作 り 方】
①かぼちゃは皮をむいて蒸し､ 熱いうちに裏ごしをす
る｡
②砂糖と①を鍋に入れ､ 始めは弱火､ 砂糖が溶けたら､
中火にして練る｡
③湯で溶いたクエン酸・すり下ろしたレモンの皮・レ
モン汁・塩を加え､ 弱火で好みのかたさになるまで､
焦がさないように練る｡
【常温保存】
煮沸消毒したビンに詰めて20分間湯煎をしたのち､ 蓋
をきっちり閉めて逆さにして冷ます｡ 冷暗所に置く｡

…… …………………
……… ……
… ……………………

カボチャのジャム

年齢 生年月日

20歳 平成元(1989)年４月２日～平成２(1990)年４月１日

25歳 昭和59(1984)年４月２日～昭和60(1985)年４月１日

30歳 昭和54(1979)年４月２日～昭和55(1980)年４月１日

35歳 昭和49(1974)年４月２日～昭和50(1975)年４月１日

40歳 昭和44(1969)年４月２日～昭和45(1970)年４月１日

年齢 生年月日

40歳 昭和44(1969)年４月２日～昭和45(1970)年４月１日

45歳 昭和39(1964)年４月２日～昭和40(1965)年４月１日

50歳 昭和34(1959)年４月２日～昭和35(1960)年４月１日

55歳 昭和29(1954)年４月２日～昭和30(1955)年４月１日

60歳 昭和24(1949)年４月２日～昭和25(1950)年４月１日

ＨＩＶ抗体検査 (エイズ検査)
～６月１日から７日はＨＩＶ検査普及週間です～
【実施日】
６月２日 (水) 9：00～11：00､ 13：00～14：00
７月７日 (水) 9：00～11：00
【検査場所】
広島県西部保健所広島支所 (広島県農林庁舎１階)
(広島市中区基町10－52)

【お問い合せと申込先】
広島県西部保健所広島支所厚生保健課保健対策係
℡０８２－５１３－５５２１ (直通)

健康あきたかた21
イメージキャラクター
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■
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次
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つ
い
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

★
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
・
・
・

そ
の
指
標
の
１
つ
に『

８
０
２
０(

ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル)

運
動』

が
あ
り
ま
す
。

『

８
０
２
０

(

ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル)

運
動』

の
８
０

(

ハ
チ
・

マ
ル)

は
80
歳
と
い
う
年
齢
、
20

(

ニ
イ
・
マ
ル)

は
、
残
っ
て
い
る
歯
の

数
で
す
。
親
知
ら
ず
を
除
く
28
本
の
う
ち
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、

殆
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

★
健
康
な
歯
づ
く
り
は
・
・
・

こ
ど
も
の
歯
の
形
成
は
妊
娠
中
か
ら
始
ま
り
、
お
母
さ
ん
自
身
の
健
康
や

食
事
へ
の
配
慮
が
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
に
も
、
歯
の
た
め
に
も
重

要
で
す
。
ま
た
、
歯
が
生
え
た
乳
児
期
か
ら
歯
み
が
き
や
仕
上
げ
磨
き
な
ど
、

む
し
歯
予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

生
活
習
慣
が
、
歯
周
病
予
防
に
も
つ
な
が
り
、
８
０
２
０
へ
の
達
成
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。

★
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
・
・
・

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
こ
ど
も
の
頃
か

ら
の

｢

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣｣

が
大
切
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
む

こ
と
で
、
ア
ゴ
や
歯
ぐ
き
が
鍛
え
ら
れ
丈
夫
に
な
り
ま
す
。
唾
液
の
分
泌
も

よ
く
な
り
、
口
の
中
の
病
気
を
防
ぎ
、
消
化
も
助
け
ま
す
。
ま
た
、
食
事
量

が
少
な
く
て
も
満
足
感
が
得
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
の
中
で
も
肥
満
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

★
お
口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
！

口
の
中
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

｢
歯
の
健
康
フ
ェ
ア｣

や
総
合
健
診
、
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

で
歯
科
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

〜
食
生
活
・
歯
の
健
康
部
会

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

    

平成22年２月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 23,118 21,495 11

退職本人 20,253 27,111 21

退職扶養 41,652 22,459 2

全被保険者 23,294 21,739 10

※県内順位……県内23市町で１人当たり費用額が高い順

離職理由 対象
コード

特定受給
資格者

11,12,21,
22,31,32

特定理由
離職者 23,33,34

解
雇
や
倒
産
な
ど
で
離
職
さ
れ
た
方

(

非
自
発
的
失
業
者)

が
、

在
職
中
と
同
程
度
の
負
担
で
医
療
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
、
国

民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す
る
制
度
が
平
成
22
年
４
月
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
。
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